
1．研究の背景と目的

戸建て住宅を設計するにあたり、塀や垣は、敷地の内

部と外部を隔てる重要な要素である。また、塀や垣は、

敷地境界線の明示だけでなく、敷地内への風や光、音等

の通過や遮断の選択、視線遮断によるプライバシーの確

保、侵入防止という犯罪面を考慮したもの等の役割を担

っている。近年の住宅地は、敷地面積が狭小化するとと

もに、通路や駐車スペース等により、庭の構成は多様化

している。このような背景には、庭に対して観賞用から

実用性を求める居住者の意識の変化があると考えられて

いる。しかしその結果、塀や垣がつくられなかったり、

あるいは敷地の四方を囲うようなものでなかったり、敷

地境界線を示すだけの極端に低いものであったりする。

そのため住宅開口部や庭のプライバシーが確保されず、

外部からの視線にさらされることが多くなった 1～3)。 

地区計画注 1)が定められている市街地等では、塀や垣、

柵に制限が設けられている場合がある。これにより、理

想の塀や垣を設けることができず、そのことでプライバ 

 

 

シー侵害につながっているのではないかと考えられる。

また塀の形態と住民意識は、視線の遮断及び防犯性やデ

ザイン性への期待が関係していると言われている 2)。プ

ライバシーは一般的に「個人や家庭内の私事・私生活」

と解釈される注 2)。本研究でのプライバシー感は戸建住

宅地における外部からの視線によるプライバシー侵害の

感覚を示している。 

本研究はこのような現状を踏まえて、鳥取市の地区計

画が定められた地区において、塀の高さや種類等の宅地

の囲繞形態の現状を把握し、居住者が庭や家の中に対す

る外部からの視線や、それによるプライバシー侵害をど

のように感じているのかを考察するものである。 

2．研究の方法 

 鳥取市の地区計画が定められた地区において宅地の囲

繞形態と居住者意識の関係の一端を明らかにするために、

アンケート調査を行う。アンケート調査は、鳥取市の地

区計画地区 24 地区のうち、土地利用方針が住宅系で、

協力を得られた 7地区(的場、浜坂、津ノ井、八丁田、 
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Ụ津、໭ᅬ・覚ᑎ、෇ㆤᑎ地区)を対㇟に行う。調査ᴫ

要は⾲ 1 に示す。アンケート㡯┠は᪤ 研究 3)をもとに

స成し、建築᫬の年௦、工事㈝(本య及び外構)を㏣ຍし

ている。ヲ⣽の㡯┠は、ձᅇ⟅者ᒓ性、ղ住まいの現状

と理想(敷地面積、駐車スペース、建築年、建築᫬の年

௦、工事㈝、敷地の方఩、地┙の高さ、塀の高さと種類、

庭に面する部ᒇの現状)、ճプライバシー感(庭の中への

視線、家の中への視線、௚人の視線)である。調査方ἲ

は㉁ၥ⣬ἲで、対㇟地域の一戸建て住宅す࡭てに┤᥋㓄

ᕸ(1 ୡᖏ 1 部)を行い、後᪥ 2 ᗘにわたって┤᥋ᅇ཰し

た。୙ᅾ宅には㏉ಙ用ᑒ⟄を用いた㒑㏦ᅇ཰を行ってい

る。໭ᅬ・覚ᑎ地区、෇ㆤᑎ地区は、┤᥋ᅇ཰ではなく

඲て㒑㏦ᅇ཰で行っている。ᑦ、Ụ津地区で、1 ୡᖏか

ら 2通のᅇ⟅が得られたが、居住者によって感じ方に┦

㐪があるとุ断し、2 通とも᭷ຠᅇ⟅とした。それらの

結果をもとに、ྛ地域の≉ᚩをᩚ理する。 
⾲ 1．ㄪᰝᴫせ 

地区名 調査期間 調査対象
調査数
(件)

回収数
(件)

有効回
収数(件)

回収率
(%)

浜坂地区 66 23 23 34.8
江津地区 88 40 40 45.5

北園・覚寺地区 680 141 141 20.7
円護寺地区 210 35 35 16.7
的場地区 157 53 53 33.8
津ノ井地区 74 33 33 44.6
八丁田地区 145 56 56 38.6

1,420 381 381 26.8合計

2018.9.14
～

2018.12.19
(郵送回収期間

含)

地区住民

 
3．ᑐ㇟地域ཬࡧ地区のᴫせ 

 鳥取市は、2004 年 11 ᭶㸯᪥に鳥取┴ᮾ部の 6 ⏫ 2 ᮧ

との市⏫ᮧ合ేにより、ᒣ㝜地方ึの中᰾㒔市となり、

市域は、765.66 ੎となった。人口は 183,645 人(⏨：

88,486 人、ዪ：95,159 人)、ୡᖏᩘは 81,064 ୡᖏ

(2022.3.31現ᅾ)である 4)。 

鳥取市では 24 地区㸦計 467.0ha）の地区計画がỴ定

されており、土地利用方針は住宅系、工業ᅋ地、ၟ業地

区、㎰業地区等が定められている 5)。24 地区のうち住

宅系は、18 地区あり、その中で協力が得られた地区は、

7 地区(的場、浜坂、津ノ井、八丁田、Ụ津、໭ᅬ・覚

ᑎ、෇ㆤᑎ地区)であった(ᅗ 1)。それらを鳥取市㒔市

計画地域区ศにᙜてはめると、中部地域 4 地区(浜坂，

Ụ津，໭ᅬ・覚ᑎ，෇ㆤᑎ）、ᮾ部地域 2地区(的場，津

ノ井）、†ᒣụ໭地域 1地区(八丁田)である 6)(⾲ 2)。 

3.1୰部地域(὾ᆏ㸪Ụὠ㸪໭ᅬ࣭ぬᑎ㸪෇ㆤᑎ) 

鳥取㒔市計画区域の༓௦ᕝ௨ᮾ及び鳥取㥐௨໭で、࢚

ࣜア人口は⣙ 4.7୓人である。鳥取㥐໭ഃから鳥取┴ᗇ

に向かうⱝᱜ街㐨ἢいのၟᗑ街、ᪧ鳥取市役ᡤ等のබඹ

᪋設が㞟中する࢚ࣜアであり、ᅜᣦ定ྐ㊧の鳥取ᇛ㊧を

 。Ṕྐ的な࢚ࣜアでもあるࡴྵ

浜坂地区は、住宅市街地で、᪤Ꮡ㞟ⴠをྵࡴ地区であ

る。地区面積は 7.8੶である。 

Ụ津地区は、住宅市街地で、鳥取市による土地区画ᩚ

理事業が᪋行中である。地区面積は 10.1੶である。 

໭ᅬ・覚ᑎ地区は、住宅専用地区で、᪤に┴住宅౪⤥

බ♫が土地区画ᩚ理事業で໭ᅬࣗࢽー࢘ࢱンとしてᩚഛ

している。地区面積は 36.6੶である。 

෇ㆤᑎ地区は、住宅専用地区で、෇ㆤᑎᅋ地➨஧土地

区画ᩚ理事業によりᩚഛが㐍ࡳつつある。地区面積は

20.3੶である。 

3.2 ᮾ部地域(的ሙ㸪ὠࣀ஭)  

⾲ 2．鳥取市地区計画区域ᴫせ 5) 

浜坂 1996/3/15 7.8 第１種中高層住
居専用地域 住宅市街地 120 道路1ｍ、隣地1ｍ

（0.5ｍ）注1

道路側は生垣又は透視可能な材料で
造られたものとする。

江津 2010/11/19 10.1 第１種中高層住
居専用地域 住宅市街地 165 道路1.5ｍ、隣地1ｍ

道路側は生垣又は透視可能なフェンス
等で造られたものとする。ただし、門はこ
の限りではない。

第１種低層住居
専用地域 住宅専用地区 道路1ｍ、隣地1.5ｍ

（0.5ｍ）注1

第１種中高層住
居専用地域 住宅地区

第１種住居地域 準住宅地区

円護寺 2000/8/22 20.3 第１種中高層住
居専用地域 住宅専用地区 150 道路1ｍ、隣地1ｍ

（0.5ｍ）注1

道路側は生垣又は透視可能なフェンス
等で造られたものとする。　　ただし、門
はこの限りではない。

第１種住居地域 住宅専用地区 150
準工業地域 住宅地区 240

津ノ井 1996/3/15 2.9 準工業地域 住宅市街地 ー ー ー

湖山池
北地域

八丁田 1997/11/14 7.1 第２種中高層住
居専用地域 住宅市街地 ー 道路1ｍ、隣地1ｍ

（0.5ｍ）注1

道路側は生垣又は透視可能なフェンス
等で造られたものとする。　　ただし、門
はこの限りではない。

道路側は生垣又は透視可能な材料で
造られたものとする。

建築物の敷地面積
最低限度(㎡) 壁面の位置制限 垣、さく、塀の制限地区名

地区計画
決定年

区域面積
(ha) 用途地域 土地利用方針

建築物に関する事項

道路側は生垣又は透視可能な材料で
造られたものとする。

都市計
画地域
区分

中部
地域

東部
地域

道路1ｍ、隣地1ｍ
（0.5ｍ）注1

北園・覚寺 1996/3/15 36.6 150

的場 2001/3/23 16.3 道路・隣地1ｍ
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ᅗ 1．鳥取市地区計画区域ᅗ 7,8) 

鳥取㒔市計画区域の༓௦ᕝ௨ᮾ及び鳥取㥐௨༡で、࢚

ࣜア人口は⣙ 5.4୓人である。鳥取㥐༡ഃから津ノ井・

ⱝⴥྎ等の文教及びၟ業・工業㞟積地をྵ࢚ࣜࡴアであ

り、ᅉᖭᅜᗇ㊧をྵࡴṔྐ的な࢚ࣜアでもある。 

的場地区は、住宅専用地区で、⤌合᪋行により土地区

画ᩚ理事業が᪋行された地区である。地区面積は 16.3

੶である。 

津ノ井地区は、住宅市街地で㒔市計画ἲᨵṇ௨๓に宅

地開Ⓨされたᅋ地で、᪤に住宅地としての市街地が形成

されている地区である。地区面積は 2.9੶である。 

3.3†ᒣụ໭地域(ඵ୎⏣) 

 鳥取㒔市計画区域の༓௦ᕝ௨す・†ᒣụ௨໭で、࢚ࣜ

ア人口は⣙ 3.9୓人である。鳥取✵ と鳥取 のࢶイン

࣏ートをもつᅜ内外への஺通・観光のᣐⅬ࢚ࣜアであり、

大学や高等学校も㞟中する文教࢚ࣜアである。 

八丁田地区は、住宅市街地で、市街化調ᩚ区域内に఩

⨨し、⤌合による土地区画ᩚ理事業が᪋行されている。

地区面積は 7.1੶である。 

4．地域ูにࡳる宅地のᅖ⧑ᙧែとᒃ住⪅ព㆑の≉ᚩ 

 アンケート調査結果は、地域ูとするが、プライバシ

ー感については、地区ูにグ㏙する。ణし、⾲ 3に示す

地区ูのアンケート㞟計のヲ⣽は、ୖ఩ 2㡯┠までとす

る。また「㐨路からぢた᫬」についてのࡳグ㏙する。 

4.1୰部地域(὾ᆏ㸪Ụὠ㸪໭ᅬ࣭ぬᑎ㸪෇ㆤᑎ) 

(1)ᅇ⟅⪅ᒓᛶ 

 性ูは、「⏨性」45.4%(108 人)、「ዪ性」49.2%(117

人)である。年௦は、「60 ௦」33.6%(80 人)である。⫋業

は、「↓⫋・年㔠ཷ⤥者」31.1%(74 人)である。ྠ居家

᪘の人ᩘは、「2 人」33.6(80 人)である。ྠ居の家᪘は、

「2ୡ௦ୡᖏ」44.5%(106人)である。 

(2)⌧ᅾの住࠸ࡲのᴫせ 

敷地面積は、「201～250 ੍」30.3%(72 人)である。駐

車スペースのྎᩘは、「2 ྎ」44.5%(106 人)である。建

築年は、「1981～1990 年」25.2%(60 人)である。建築(㉎

入)した年௦は、「30 ௦」42.0%(100 人)である。1 㝵で

庭に面する部ᒇは、「居㛫」66.4%(158 人)で、その遮ⶸ

≀は、「ཌᡭの࢝ーࢸン」57.1%(136人)である。 

(3)宅地のᅖ⧑ᙧែの⌧≧と⌮᝿ 

 敷地に対する㐨路の方఩について、現状は「༡」

29.8%(71人)、理想は「༡」34.0%(81人)である。 

 地┙の高さについて、現状は「50cm」39.9%(95 人)、

理想は「50cm」31.5%(75人)である。 

塀の高さについて、現状は㐨路ഃ(㐨路からぢたとき)

「なし」31.5%(75 人)、理想は㐨路ഃ(㐨路からぢたと

き)「┠線高さ」28.6%(68人)である。 

塀の種類について、現状は㐨路ഃ「生け垣」29.8%(71

人)、理想は㐨路ഃ「生け垣」33.2%(79人)である。 

(4)プライバシー感に࡚࠸ࡘ 

 ࡚࠸ࡘの視線に࡬ᗞの୰ࠖࠕ(1

「庭の中」のぢえ方について、㐨路から「࡯とࢇどぢ

える」38.7%(92 人)である。「庭の中」の視線について

どう感じるかについて、㐨路から「あまりẼにならな

い」23.1%(55人)である。 

地区ูにࡳてࡳると、浜坂地区は「あまりẼにならな

い」26.1%(6 人)、Ụ津地区は「ᑡしẼになる」22.5%(9

人 )、໭ᅬ・覚ᑎ地区は「あまりẼにならない」

25.7%(36 人)、෇ㆤᑎ地区は「あまりẼにならない」

20.0%(7 人)である。Ụ津地区の「庭の中へのぢえ方(㐨

路ഃ)」は「࡯とࢇどぢえる」が 6 割で、7 つの対㇟地

区では᭱も高い割合を示すため、「ᑡしẼになる」とい

うᅇ⟅であったと考える。 

 ࡚࠸ࡘの視線に࡬ᐙの୰ࠖࠕ(2

「家の中」のぢえ方について、㐨路から「࡯とࢇどぢ

えない」42.9%(102 人)である。「家の中」の視線につい

てどう感じるかについて、㐨路から「あまりẼにならな

い」19.3%(46人)である。 

地区ูにࡳてࡳると、浜坂地区は「Ẽになる」30.4% 

(7 人)、Ụ津地区は「ᑡしẼになる」22.5%(9 人)、໭

ᅬ・覚ᑎ地区は「あまりẼにならない」22.9%(32 人)、

෇ㆤᑎ地区は「あまりẼにならない」22.9%(8 人)であ

る。浜坂地区の「家の中へのぢえ方(㐨路ഃ)」は、「࡯

とࢇどぢえる」「༙ศくらいぢえる」「ちら࡯らぢえる」

を合わࡏて 6 割で、ྠ様にỤ津地区は 6 割ᙅを示すた

め、「Ẽになる」「ᑡしẼになる」というᅇ⟅であったと

考える。 
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⮬宅の⁫ᅾ᫬㛫が㛗いᅇ⟅者が多いためか、「Ẽにな

る」ഴ向がࡳられる。 
4.3．†ᒣụ໭地域(ඵ୎⏣) 

(1)ᅇ⟅⪅ᒓᛶ 

性ูは、「⏨性」48.2%(27 人)、「ዪ性」48.2%(27 人)

である。年௦は、「40 ௦」37.5%(21 人)である。⫋業は、

「఍♫ဨ」32.1%(18 人)である。ྠ居家᪘の人ᩘは、「3

人」35.7%(20 人)である。ྠ居の家᪘は、「2 ୡ௦ୡᖏ」

48.2%(27人)である。 

(2)⌧ᅾの住࠸ࡲのᴫせ 

敷地面積は、「201～250੍」39.3%(22人)である。駐 

車スペースのྎᩘは、「2 ྎ」46.4%(26 人)である。建築

年は、「2001～2010 年」37.5%(21 人)である。建築(㉎

入)した年௦は、「30 ௦」46.4%(26 人)である。1 㝵で庭

に面する部ᒇは、「居㛫」80.4%(45 人)で、その遮ⶸ≀

は、「ཌᡭの࢝ーࢸン」「ࣞースの࢝ーࢸン」ඹに

57.1%(32人)である。 

(3)宅地のᅖ⧑ᙧែの⌧≧と⌮᝿  

⾲  ᯝᴫせ⤖ࢺーࢣࣥ࢔．3

湖山池北地域

浜坂 江津 北園・覚寺 円護寺 的場 津ノ井 八丁田

1996/3/15 2010/11/19 1996/3/15 2000/8/22 2001/3/23 1996/3/15 1997/11/14

7.9 10.1 36.6 20.3 16.3 2.9 7.1

➨䠍✀中㧗ᒙ住ᑓ ➨䠍✀中㧗ᒙ住ᑓ
➨㻝✀పᒙ住ᑓ䠈➨
䠍✀中㧗ᒙ住ᑓ䠈➨
㻝✀住ᒃ

➨䠍✀中㧗ᒙ住ᑓ ➨㻝✀住ᒃ䠈‽ᕤ ‽ᕤ ➨㻞✀中㧗ᒙ住ᑓ

45%/49% 17%/70% 45%/43% 49%/49% 51%/43% 40%/57% 40%/57% 39%/58% 48%/48%

㻢㻜௦ 㻢㻜௦ 㻟㻜௦ 㻢㻜௦ 㻠㻜௦ 㻣㻜௦ 㻣㻜௦㻘㻠㻜௦ 㻣㻜௦ 㻠㻜௦

㻡㻜௦ 㻠㻜௦ 㻠㻜௦ 㻡㻜௦ 㻢㻜௦ 㻢㻜௦ 㻡㻜௦㻘㻢㻜௦ 㻢㻜௦ 㻡㻜௦

↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ බົဨ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ఍♫ဨ

఍♫ဨ ఍♫ဨ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ఍♫ဨ ఍♫ဨ ఍♫ဨ ᑓᴗ୺፬ ఍♫ဨ 䛭䛾௚

㻞ே 㻟ே 㻠ே 㻞ே 㻠ே 㻞ே 㻞ே㻘㻠ே 㻞ே 㻟ே

㻟ே 㻞ே 㻟ே 㻟ே 㻟ே 㻠ே 㻟ே 㻟ே 㻞ே

㻞ୡ௦ୡᖏ 㻞ୡ௦ୡᖏ 㻞ୡ௦ୡᖏ 㓄അ⪅䛾䜏 㻞ୡ௦ୡᖏ 㻞ୡ௦ୡᖏ 㻞ୡ௦ୡᖏ 㓄അ⪅䛾䜏 㻞ୡ௦ୡᖏ

㓄അ⪅䛾䜏 㓄അ⪅䛾䜏 㓄അ⪅䛾䜏 㻞ୡ௦ୡᖏ 㻟ୡ௦ୡᖏ 㓄അ⪅䛾䜏 㓄അ⪅䛾䜏 㻞ୡ௦ୡᖏ 㓄അ⪅䛾䜏

㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻟㻜㻝䟝～ 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝

㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝 䜟䛛䜙䛺䛔
㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝㻘
䜟䛛䜙䛺䛔

㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝
㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝㻘
䜟䛛䜙䛺䛔

㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝 㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝 䜟䛛䜙䛺䛔 䜟䛛䜙䛺䛔

㻞ྎ 㻟ྎ 㻠ྎ௨ୖ 㻞ྎ 㻞ྎ 㻞ྎ 㻟ྎ 㻞ྎ 㻞ྎ

㻟ྎ 㻞ྎ 㻞ྎ 㻟ྎ 㻠ྎ௨ୖ 㻟ྎ 㻞ྎ 㻟ྎ 㻟ྎ

㻝㻥㻤㻝～㻝㻥㻥㻜ᖺ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ 㻞㻜㻝㻝ᖺ～ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ 㻞㻜㻜㻝～㻞㻜㻝㻜ᖺ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ 㻝㻥㻣㻝～㻝㻥㻤㻜ᖺ 㻞㻜㻜㻝～㻞㻜㻝㻜ᖺ

㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ
㻝㻥㻤㻝～㻝㻥㻥㻜ᖺ㻘
㻝㻥㻢㻝～㻝㻥㻣㻜ᖺ

䛭䛾௚ 㻝㻥㻤㻝～㻝㻥㻥㻜ᖺ 㻞㻜㻝㻝ᖺ～ 㻝㻥㻣㻝～㻝㻥㻤㻜ᖺ 㻞㻜㻝㻝ᖺ～ 䛭䛾௚ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ

㻟㻜௦ 㻞㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦

㻠㻜௦ 㻟㻜௦ 㻠㻜௦ 㻠㻜௦ 㻞㻜௦ 㻠㻜௦ 㻠㻜௦ 㻠㻜௦㻘㻞㻜௦ 㻡㻜௦

㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻞㻜㻜㻝～㻞㻡㻜㻜୓ 㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓
～㻡㻜㻜୓㻘
㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓㻘
㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓

㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓㻘
㻠㻜㻜㻝୓～

～㻡㻜㻜୓
㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓㻘
㻞㻜㻜㻝～㻞㻡㻜㻜୓

㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓
㻝㻜㻜㻝～㻝㻡㻜㻜୓㻘
㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓

㻝㻜㻜㻝～㻝㻡㻜㻜୓ 㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓ 㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻠㻜㻜㻝୓～ 㻟㻡㻜㻝～㻠㻜㻜㻜୓ 㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓

㻟㻜㻝୓～ ～㻡㻜୓㻘㻡㻝～㻝㻜㻜୓ 㻡㻝～㻝㻜㻜୓ 㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓ 㻟㻜㻝୓～
～㻡㻜୓㻘
㻞㻡㻝～㻟㻜㻜୓

㻞㻡㻝～㻟㻜㻜୓ ～㻡㻜୓
～㻡㻜୓㻘㻡㻝～㻝㻜㻜୓

㻡㻝～㻝㻜㻜୓
㻞㻜㻝～㻞㻡㻜୓㻘
㻟㻜㻝୓～

㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓㻘
㻟㻜㻝୓～

㻟㻜㻝୓～
㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓㻘
㻞㻡㻝～㻟㻜㻜୓

㻡㻝～㻝㻜㻜୓㻘
㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓

㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓ 㻡㻝～㻝㻜㻜୓
㻝㻜㻝～㻝㻡㻜୓㻘
㻟㻜㻝୓～

ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間

࿴ᐊ 㣗஦ᐊ ࿴ᐊ ࿴ᐊ ࿴ᐊ ࿴ᐊ 㣗஦ᐊ㻘࿴ᐊ ࿴ᐊ 㣗஦ᐊ㻘࿴ᐊ

ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙
ཌᡭ䡲䡬䡿䢙㻘
䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙

䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䛭䛾௚

༡ ༡ ༡ ༡ ༡東㻘༡す ༡ ༡ ༡ ༡

東 北 東 東 東 北 北 北㻘東㻘す 北

༡ 東 ༡ ༡ ༡ ༡ ༡ ༡ ༡

東 ༡ 東 東 北 東㻘༡東 東 ༡東㻘༡す 東

㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 㐨㊰䛸ྠ䛨 㻡㻜䟛 㐨㊰䛸ྠ䛨㻘㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 㐨㊰䛸ྠ䛨 㻡㻜䟛

㐨㊰䛸ྠ䛨 㐨㊰䛸ྠ䛨 㻡㻜䟛 1m 1m,1.5m 㐨㊰䛸ྠ䛨 1m 㻡㻜䟛 㐨㊰䛸ྠ䛨

㻡㻜䟛 1m 㐨㊰䛸ྠ䛨 㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 1m 1m
㐨㊰䛸ྠ䛨㻘
㻡㻜䟛㻘㻝㼙

㻡㻜䟛

1m 㐨㊰䛸ྠ䛨㻘㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 1m 㐨㊰䛸ྠ䛨 㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 1.5m 㐨㊰䛸ྠ䛨

䛺䛧 䛺䛧 䛺䛧 ┠⥺䛾㧗䛥 䛺䛧 䛺䛧 䛺䛧 䛺䛧 䛺䛧

┠⥺㧗䛥 ⭜䛾㧗䛥 ⭜䛾㧗䛥 䛺䛧 ⭜䛾㧗䛥 ┠⥺㧗䛥 ┠⥺㧗䛥 ┠⥺㧗䛥 ┠⥺㧗䛥௨ୖ

┠⥺㧗䛥 ⭜䛾㧗䛥 䛺䛧㻘┠⥺㧗䛥 ┠⥺㧗䛥௨ୖ ⭜䛾㧗䛥 ┠⥺㧗䛥 ┠⥺㧗䛥 ┠⥺㧗䛥௨ୖ 䛺䛧

┠⥺㧗䛥௨ୖ ┠⥺㧗䛥 ⭜䛾㧗䛥 ┠⥺㧗䛥 ┠⥺㧗䛥 ┠⥺㧗䛥௨ୖ 䛺䛧 ⭜䛾㧗䛥 ┠⥺䛾㧗䛥

⏕ᇉ ⏕ᇉ 䛭䛾௚ ⏕ᇉ ⏕ᇉ 㻾㻯・䢈䢚䢗䡫䡴 䛭䛾௚ 㻾㻯・䢈䢚䢗䡫䡴 䛭䛾௚

䛭䛾௚ ❿᱁Ꮚ・ᶓᱞ 㻾㻯・䢈䢚䢗䡫䡴 䛭䛾௚
❿᱁Ꮚ・ᶓᱞ㻘
䢈䡦䢙䡹・䢄䡫䢀

䛭䛾௚ ⏕ᇉ 䛭䛾௚ ⏕ᇉ

⏕ᇉ ❿᱁Ꮚ・ᶓᱞ ⏕ᇉ ⏕ᇉ ⏕ᇉ ⏕ᇉ ⏕ᇉ ⏕ᇉ ⏕ᇉ

❿᱁Ꮚ・ᶓᱞ ⏕ᇉ ❿᱁Ꮚ・ᶓᱞ 䢈䡦䢙䡹・䢄䡫䢀 ❿᱁Ꮚ・ᶓᱞ ❿᱁Ꮚ・ᶓᱞ ❿᱁Ꮚ・ᶓᱞ ❿᱁Ꮚ・ᶓᱞ 䝭䝑䜽䝇

䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛

䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 ༙分䛟䜙䛔ぢ䛘䜛 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 ༙分䛟䜙䛔ぢ䛘䜛 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔

䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛

ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛 Ẽ䛻䛺䜛 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛
ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛㻘
Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔

ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛 Ẽ䛻䛺䜛 ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔

䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔

䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛 䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛
༙分䛟䜙䛔ぢ䛘䜛㻘
䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛

䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䜛㻘
䜋䛸䜣䛹ぢ䛘䛺䛔

䛱䜙䜋䜙ぢ䛘䜛

䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 Ẽ䛻䛺䜛 ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 Ẽ䛻䛺䜛 ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛

ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 ඲䛟Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛
Ẽ䛻䛺䜛㻘ᑡ䛧Ẽ䛻䛺
䜛㻘Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔

ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛㻘
䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔

Ẽ䛻䛺䜛 Ẽ䛻䛺䜛 䛹䛱䜙䛷䜒䛺䛔

ぢ▱䜙䛼ே ぢ▱䜙䛼ே ぢ▱䜙䛼ே ぢ▱䜙䛼ே ぢ▱䜙䛼ே ㏻⾜ே ㏻⾜ே ぢ▱䜙䛼ே ぢ▱䜙䛼ே

㏻⾜ே ㏻⾜ே ㏻⾜ே ㏻⾜ே ㏻⾜ே ぢ▱䜙䛼ே ぢ▱䜙䛼ே ㏻⾜ே ㏻⾜ே

䛂ᐙ䛾中䛃
䜈䛾ど⥺
(ឤ䛨᪉)

ᩜ地䛻対䛩
䜛㐨㊰䛾᪉

఩

地┙㧗䛥

ሟ䛾㧗䛥
㐨㊰ഃ(㐨
㊰䛛䜙ぢ䛯

᫬)

ሟ䛾✀㢮
㐨㊰ഃ(㐨
㊰䛛䜙ぢ䛯

᫬)

䛂ᗞ䛾中䛃
䜈䛾ど⥺
(ぢ䛘᪉)

ᩜ地㠃✚

䛂ᗞ䛾中䛃
䜈䛾ど⥺
(ឤ䛨᪉)

䛂ᐙ䛾中䛃
䜈䛾ど⥺
(ぢ䛘᪉)

ᗞ䛻㠃䛩䜛部ᒇ(㻝㝵)

ᗞ䛻㠃䛩䜛部ᒇ䛾㐽ⶸ≀

ᘓ⠏(㉎ධ)䛧䛯ᖺ௦

⌧≧

⌮᝿

住Ꮿᕤ஦㈝

እᵓᕤ஦㈝

中部地域 東部地域

回⟅
⪅ᒓ
ᛶ

㥔㌴䝇䝨䞊䝇

ᘓ⠏ᖺ

඲య ඲య

地区計画Ỵᐃᖺ

区域㠃✚(㼔㼍)

⏝㏵地域

ᛶู(⏨㻛ዪẚ)

ᖺ௦

⫋ᴗ

ྠᒃᐙ᪘

ᐙ᪘ᵓᡂ

⌧ᅾ
䛾住䜎
䛔䛾
ᴫせ

地区
ᴫせ

௚ே䛾ど
⥺

䝥䝷䜲
䝞䝅䞊
ឤ

⌧≧

⌮᝿

⌧≧
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3)௚ேの視線に࡚࠸ࡘ 

㐨路からぢられてᅔる人は、「ぢ▱らࡠ人」55.5%(132

人)である。 

(5)୰部地域の≉ᚩ 

ᅇ⟅者の༙ᩘ௨ୖが 60 ௦௨ୖである。そのため⫋業

は、「↓⫋・年㔠ཷ⤥者」、ྠ居家᪘ᩘは、「2 人」、家᪘

構成は、「2 ୡ௦ୡᖏ」である。Ụ津地区を㝖き、高㱋

化が㐍行している地域である。 

現ᅾの住まいのᴫ要について、敷地面積は、「201～

250 ੍」、駐車スペースは、「2 ྎ」である。建築年は、

Ụ津地区を㝖き、地区計画Ỵ定年より௨๓に建築してい

る。建築(㉎入)した年௦は、「30 ௦」である。宅地の囲

繞形態の現状について、塀の高さ(㐨路ഃ)は、「なし」

で、塀の種類(㐨路ഃ)は、「生垣」である。௨ୖのこと

より、Ụ津地区を㝖き、地区計画Ỵ定年より௨๓に建築

しているにも関わらず、宅地の囲繞形態は、生垣する等、

地区計画にᇶ࡙いている。 

プライバシー感について、「家の中」への視線(ぢえ

方)は、「࡯とࢇどぢえない」ため、「家の中」への視線

(感じ方)は、「あまりẼにならない」である。 

4.2ᮾ部地域(的ሙ㸪ὠࣀ஭) 

(1)ᅇ⟅⪅ᒓᛶ 

性ูは、「⏨性」39.5%(34 人)、「ዪ性」57.0%(49 人)

である。年௦は、「70 ௦」25.6%(22 人)である。⫋業は、

「↓⫋・年㔠ཷ⤥者」45.3%(39 人)である。ྠ居家᪘の

人ᩘは、「2 人」32.6%(28 人)である。ྠ居の家᪘は、「2

ୡ௦ୡᖏ」36.0%(31人)である。 

(2)⌧ᅾの住࠸ࡲのᴫせ 

敷地面積は、「201～250 ੍」37.2%(32 人)である。駐

車スペースのྎᩘは、「2 ྎ」37.2%(32 人)である。建築

年は、「1991～2000 年」39.5%(34 人)である。建築(㉎

入)した年௦は、「30 ௦」43.0%(37 人)である。1 㝵で庭

に面する部ᒇは、「居㛫」62.8%(54 人)で、その遮ⶸ≀

は、「ཌᡭの࢝ーࢸン」80.4%(45人)である。 

(3)宅地のᅖ⧑ᙧែの⌧≧と⌮᝿ 

 敷地に対する㐨路の方఩について、現状は「༡」

41.9%(36人)、理想は「༡」38.4%(33人)である。 

 地┙の高さについて、現状は「50cm」43.0%(37 人)、

理想は「1m」26.7%(23人)である。 

 塀の高さについて、現状は㐨路ഃ(㐨路からぢたとき)

「なし」43.0%(37 人)、理想は㐨路ഃ(㐨路からぢたと

き)「┠線高さ」29.1%(25人)である。 

 塀の種類について、現状は㐨路ഃ「ࢥンࣜࢡートやࣈ

「ࢡࢵࣟ 20.9%(18 人 )、理想は㐨路ഃ「生け垣」

24.4%(21人)である。 

(4)プライバシー感に࡚࠸ࡘ 

 ࡚࠸ࡘの視線に࡬ᗞの୰ࠖࠕ(1

「庭の中」のぢえ方について、㐨路から「࡯とࢇどぢ

える」29.1%(25 人)である。「庭の中」の視線について

どう感じるかについて、㐨路から「あまりẼにならな

い」23.3%(20人)である。 

地区ูにࡳてࡳると、的場地区は「あまりẼにならな

い」20.8%(11 人)、津ノ井地区は「あまりẼにならな

い」27.3%(9人)である。 

 ࡚࠸ࡘの視線に࡬ᐙの୰ࠖࠕ(2

 「家の中」のぢえ方について、㐨路から「࡯とࢇどぢ

えない」39.5%(34 人)である。「家の中」の視線につい

てどう感じるかについて、㐨路から「Ẽになる」

19.8%(17人)である。 

地区ูにࡳてࡳると、的場地区は「ᑡしẼになる」

22.6%(12 人)、津ノ井地区は「あまりẼにならない」

24.2%(8 人)である。個ูにࡳてࡳると「Ẽになる」と

いうᅇ⟅につながる結果ではないが、୧地区ともに「㠀

ᖖにẼになる」「Ẽになる」「ᑡしẼになる」を合わࡏる

と 5 割程ᗘを示している。 

3)௚ேの視線に࡚࠸ࡘ 

㐨路からぢられてᅔる人は、「通行人」55.8%(48 人)

である。 

(5)ᮾ部地域の≉ᚩ 

ᅇ⟅者の 6 割௨ୖが 60 ௦௨ୖ、70 ௦௨ୖが 4 割ᙅで

ある。そのため⫋業は、「↓⫋・年㔠ཷ⤥者」、ྠ居家᪘

ᩘは、「2人」、家᪘構成は、「2ୡ௦ୡᖏ」である。高㱋

化がかなり㐍行している地域である。 

現ᅾの住まいのᴫ要について、敷地面積は、「201～

250 ੍」、駐車スペースは、「2 ྎ」である。建築年は、

津ノ井地区を㝖き、地区計画Ỵ定年より௨๓に建築して

いる。建築(㉎入)した年௦は、「30 ௦」である。宅地の

囲繞形態の現状について、塀の高さ(㐨路ഃ)は、「な

し」で、塀の種類(㐨路ഃ)は、「ࢥンࣜࢡートやࢵࣟࣈ

である。௨ୖのことより、津ノ井地区を㝖き、地区「ࢡ

計画Ỵ定年より௨๓に建築しているため、宅地の囲繞形

態は、RC やࢡࢵࣟࣈ塀を設ける等、地区計画にᇶ࡙い

ているとは言い㞴い。 

プライバシー感について、「家の中」への視線(ぢえ

方)は、「࡯とࢇどぢえない」とᅇ⟅したにも関わらず、

「家の中」への視線(感じ方)は、「Ẽになる」である。
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⮬宅の⁫ᅾ᫬㛫が㛗いᅇ⟅者が多いためか、「Ẽにな

る」ഴ向がࡳられる。 
4.3．†ᒣụ໭地域(ඵ୎⏣) 

(1)ᅇ⟅⪅ᒓᛶ 

性ูは、「⏨性」48.2%(27 人)、「ዪ性」48.2%(27 人)

である。年௦は、「40 ௦」37.5%(21 人)である。⫋業は、

「఍♫ဨ」32.1%(18 人)である。ྠ居家᪘の人ᩘは、「3

人」35.7%(20 人)である。ྠ居の家᪘は、「2 ୡ௦ୡᖏ」

48.2%(27人)である。 

(2)⌧ᅾの住࠸ࡲのᴫせ 

敷地面積は、「201～250੍」39.3%(22人)である。駐 

車スペースのྎᩘは、「2 ྎ」46.4%(26 人)である。建築

年は、「2001～2010 年」37.5%(21 人)である。建築(㉎

入)した年௦は、「30 ௦」46.4%(26 人)である。1 㝵で庭

に面する部ᒇは、「居㛫」80.4%(45 人)で、その遮ⶸ≀

は、「ཌᡭの࢝ーࢸン」「ࣞースの࢝ーࢸン」ඹに

57.1%(32人)である。 

(3)宅地のᅖ⧑ᙧែの⌧≧と⌮᝿  

⾲  ᯝᴫせ⤖ࢺーࢣࣥ࢔．3

湖山池北地域

浜坂 江津 北園・覚寺 円護寺 的場 津ノ井 八丁田

1996/3/15 2010/11/19 1996/3/15 2000/8/22 2001/3/23 1996/3/15 1997/11/14

7.9 10.1 36.6 20.3 16.3 2.9 7.1

➨䠍✀中㧗ᒙ住ᑓ ➨䠍✀中㧗ᒙ住ᑓ
➨㻝✀పᒙ住ᑓ䠈➨
䠍✀中㧗ᒙ住ᑓ䠈➨
㻝✀住ᒃ

➨䠍✀中㧗ᒙ住ᑓ ➨㻝✀住ᒃ䠈‽ᕤ ‽ᕤ ➨㻞✀中㧗ᒙ住ᑓ

45%/49% 17%/70% 45%/43% 49%/49% 51%/43% 40%/57% 40%/57% 39%/58% 48%/48%

㻢㻜௦ 㻢㻜௦ 㻟㻜௦ 㻢㻜௦ 㻠㻜௦ 㻣㻜௦ 㻣㻜௦㻘㻠㻜௦ 㻣㻜௦ 㻠㻜௦

㻡㻜௦ 㻠㻜௦ 㻠㻜௦ 㻡㻜௦ 㻢㻜௦ 㻢㻜௦ 㻡㻜௦㻘㻢㻜௦ 㻢㻜௦ 㻡㻜௦

↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ බົဨ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ఍♫ဨ

఍♫ဨ ఍♫ဨ ↓⫋・ᖺ㔠ཷ⤥⪅ ఍♫ဨ ఍♫ဨ ఍♫ဨ ᑓᴗ୺፬ ఍♫ဨ 䛭䛾௚

㻞ே 㻟ே 㻠ே 㻞ே 㻠ே 㻞ே 㻞ே㻘㻠ே 㻞ே 㻟ே

㻟ே 㻞ே 㻟ே 㻟ே 㻟ே 㻠ே 㻟ே 㻟ே 㻞ே

㻞ୡ௦ୡᖏ 㻞ୡ௦ୡᖏ 㻞ୡ௦ୡᖏ 㓄അ⪅䛾䜏 㻞ୡ௦ୡᖏ 㻞ୡ௦ୡᖏ 㻞ୡ௦ୡᖏ 㓄അ⪅䛾䜏 㻞ୡ௦ୡᖏ

㓄അ⪅䛾䜏 㓄അ⪅䛾䜏 㓄അ⪅䛾䜏 㻞ୡ௦ୡᖏ 㻟ୡ௦ୡᖏ 㓄അ⪅䛾䜏 㓄അ⪅䛾䜏 㻞ୡ௦ୡᖏ 㓄അ⪅䛾䜏

㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻟㻜㻝䟝～ 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝 㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝

㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝 䜟䛛䜙䛺䛔
㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝㻘
䜟䛛䜙䛺䛔

㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝
㻞㻜㻝～㻞㻡㻜䟝㻘
䜟䛛䜙䛺䛔

㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝 㻞㻡㻝～㻟㻜㻜䟝 䜟䛛䜙䛺䛔 䜟䛛䜙䛺䛔

㻞ྎ 㻟ྎ 㻠ྎ௨ୖ 㻞ྎ 㻞ྎ 㻞ྎ 㻟ྎ 㻞ྎ 㻞ྎ

㻟ྎ 㻞ྎ 㻞ྎ 㻟ྎ 㻠ྎ௨ୖ 㻟ྎ 㻞ྎ 㻟ྎ 㻟ྎ

㻝㻥㻤㻝～㻝㻥㻥㻜ᖺ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ 㻞㻜㻝㻝ᖺ～ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ 㻞㻜㻜㻝～㻞㻜㻝㻜ᖺ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ 㻝㻥㻣㻝～㻝㻥㻤㻜ᖺ 㻞㻜㻜㻝～㻞㻜㻝㻜ᖺ

㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ
㻝㻥㻤㻝～㻝㻥㻥㻜ᖺ㻘
㻝㻥㻢㻝～㻝㻥㻣㻜ᖺ

䛭䛾௚ 㻝㻥㻤㻝～㻝㻥㻥㻜ᖺ 㻞㻜㻝㻝ᖺ～ 㻝㻥㻣㻝～㻝㻥㻤㻜ᖺ 㻞㻜㻝㻝ᖺ～ 䛭䛾௚ 㻝㻥㻥㻝～㻞㻜㻜㻜ᖺ

㻟㻜௦ 㻞㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟㻜௦

㻠㻜௦ 㻟㻜௦ 㻠㻜௦ 㻠㻜௦ 㻞㻜௦ 㻠㻜௦ 㻠㻜௦ 㻠㻜௦㻘㻞㻜௦ 㻡㻜௦

㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻞㻜㻜㻝～㻞㻡㻜㻜୓ 㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓
～㻡㻜㻜୓㻘
㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓㻘
㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓

㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓㻘
㻠㻜㻜㻝୓～

～㻡㻜㻜୓
㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓㻘
㻞㻜㻜㻝～㻞㻡㻜㻜୓

㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓
㻝㻜㻜㻝～㻝㻡㻜㻜୓㻘
㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓

㻝㻜㻜㻝～㻝㻡㻜㻜୓ 㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓ 㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻠㻜㻜㻝୓～ 㻟㻡㻜㻝～㻠㻜㻜㻜୓ 㻝㻡㻜㻝～㻞㻜㻜㻜୓ 㻞㻡㻜㻝～㻟㻜㻜㻜୓

㻟㻜㻝୓～ ～㻡㻜୓㻘㻡㻝～㻝㻜㻜୓ 㻡㻝～㻝㻜㻜୓ 㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓ 㻟㻜㻝୓～
～㻡㻜୓㻘
㻞㻡㻝～㻟㻜㻜୓

㻞㻡㻝～㻟㻜㻜୓ ～㻡㻜୓
～㻡㻜୓㻘㻡㻝～㻝㻜㻜୓

㻡㻝～㻝㻜㻜୓
㻞㻜㻝～㻞㻡㻜୓㻘
㻟㻜㻝୓～

㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓㻘
㻟㻜㻝୓～

㻟㻜㻝୓～
㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓㻘
㻞㻡㻝～㻟㻜㻜୓

㻡㻝～㻝㻜㻜୓㻘
㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓

㻝㻡㻝～㻞㻜㻜୓ 㻡㻝～㻝㻜㻜୓
㻝㻜㻝～㻝㻡㻜୓㻘
㻟㻜㻝୓～

ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間 ᒃ間

࿴ᐊ 㣗஦ᐊ ࿴ᐊ ࿴ᐊ ࿴ᐊ ࿴ᐊ 㣗஦ᐊ㻘࿴ᐊ ࿴ᐊ 㣗஦ᐊ㻘࿴ᐊ

ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙 ཌᡭ䡲䡬䡿䢙
ཌᡭ䡲䡬䡿䢙㻘
䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙

䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䢖䡬䡹䡲䡬䡿䢙 䛭䛾௚

༡ ༡ ༡ ༡ ༡東㻘༡す ༡ ༡ ༡ ༡

東 北 東 東 東 北 北 北㻘東㻘す 北

༡ 東 ༡ ༡ ༡ ༡ ༡ ༡ ༡

東 ༡ 東 東 北 東㻘༡東 東 ༡東㻘༡す 東

㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 㐨㊰䛸ྠ䛨 㻡㻜䟛 㐨㊰䛸ྠ䛨㻘㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 㐨㊰䛸ྠ䛨 㻡㻜䟛

㐨㊰䛸ྠ䛨 㐨㊰䛸ྠ䛨 㻡㻜䟛 1m 1m,1.5m 㐨㊰䛸ྠ䛨 1m 㻡㻜䟛 㐨㊰䛸ྠ䛨

㻡㻜䟛 1m 㐨㊰䛸ྠ䛨 㻡㻜䟛 㻡㻜䟛 1m 1m
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ᅗ 5．外部からのぢ࠼方×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

るにᚑい、Ẽになる程ᗘも㍍ῶしている。そこで、「家

の中」のぢえ方と視線の感じ方にᕪがあるかを᳨定した

結果、㹮㸻2.2×10-18㸺0.05 であったことから᭷意ᕪが

あることが明らかになった。 
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ᅗ 6．外部からのぢ࠼方×視線の感ࡌ方(ᐙの୰) 

5．2．プライバシー感とᩜ地にᑐする㐨㊰の方఩ 
 敷地に対する㐨路の方఩のᢅいは、」ᩘᅇ⟅であるた

め、「໭」をྵࢇでᅇ⟅した場合は「໭」、「༡」をྵࢇ

でᅇ⟅した場合は「༡」にศ類する。「その௚」は、

「໭」と「༡」いずれもྵまないᅇ⟅した場合とする。 

 ᗞの୰ࠖࠕ(1)

敷地に対する㐨路の方఩おいて、「㠀ᖖにẼになる」

から「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「໭」は 3 割、

「༡」は 5 割ᙅ、「その௚」は 5 割ᙅである(ᅗ 7)。そ

こで、敷地に対する㐨路の方఩と視線の感じ方にᕪがあ

るかを᳨定した結果、㹮㸻0.521Ӎ0.05 であったことか

ら᭷意ᕪがないことが明らかになった。 
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ᅗ 7．ᩜ地にᑐする㐨㊰の方఩×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

 ᐙの୰ࠖࠕ(2)

敷地に対する㐨路の方఩おいて、「㠀ᖖにẼになる」

から「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「໭」は 3 割、

「༡」は 6 割ᙅ、「その௚」は 5 割ᙅである(ᅗ 8)。そ

こで、敷地に対する㐨路の方఩と視線の感じ方にᕪがあ

るかを᳨定した結果、㹮㸻0.0029㸺0.05 であったこと

から᭷意ᕪがあることが明らかになった。 
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ᅗ 8．ᩜ地にᑐする㐨㊰の方఩×視線の感ࡌ方(ᐙの୰) 

5．3．プライバシー感とሟの㧗ࡉ 
 ᗞの୰ࠖࠕ(1)

㐨路ഃの現状の塀の高さにおいて、「㠀ᖖにẼにな

る」から「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「なし」は

4 割、「⣙ 50 ੉」は 2 割、「⭜の高さ」は 4 割、「┠線の

高さ」は 5 割、「┠線の高さ௨ୖ」は 5 割ᙅである(ᅗ

9)。塀の高さ「なし」を㝖き、塀の高さが高くなるにᚑ 
い、Ẽになる程ᗘも㍍ῶしている。そこで、㐨路ഃの現

状の塀の高さと視線の感じ方にᕪがあるかを᳨定した結

果、㹮㸻0.0073㸺0.05 であったことから᭷意ᕪがある

ことが明らかになった。 
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ᅗ 9．ሟの㧗ࡉ×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

 ᐙの୰ࠖࠕ(2)

㐨路ഃの現状の塀の高さにおいて、「㠀ᖖにẼにな

る」から「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「なし」は

5 割ᙅ、「⣙ 50 ੉」は 4 割ᙅ、「⭜の高さ」は 4 割、「┠

線の高さ」は 5割、「┠線の高さ௨ୖ」は 5割である(ᅗ

10)。Ẽになる程ᗘは、塀の高さとは↓関係に༙ᩘ程ᗘ

である。そこで、㐨路ഃの現状の塀の高さと視線の感じ

敷地に対する㐨路の方఩について、現状は「༡」

37.5%(21人)、理想は「༡」58.9%(33人)である。  

 地┙の高さについて、現状は「50cm」48.2%(27 人)、

理想は「50cm」44.6%(25人)である。 

塀の高さについて、現状は㐨路ഃ(㐨路からぢたとき)

「なし」55.4%(32 人)、理想は㐨路ഃ(㐨路からぢたと

き)「なし」30.4%(17人)である。 

 塀の種類について、現状は㐨路ഃ「その௚(なし)」

28.6%(16 人)、理想は㐨路ഃ「生け垣」21.4%(12 人)で

ある。 

(4)プライバシー感に࡚࠸ࡘ 

 ࡚࠸ࡘの視線に࡬ᗞの୰ࠖࠕ(1

「庭の中」のぢえ方について、㐨路から「࡯とࢇどぢ

える」50.0%(28 人)である。「庭の中」の視線について

どう感じるかについて、㐨路から「ᑡしẼになる」

26.8%(15人)である。 

 ࡚࠸ࡘの視線に࡬ᐙの୰ࠖࠕ(2

 「家の中」のぢえ方について、㐨路から「࡯とࢇどぢ

えない」42.9%(24 人)である。「家の中」の視線につい

てどう感じるかについて、㐨路から「ᑡしẼになる」

17.9%(10人)である。 

3)௚ேの視線に࡚࠸ࡘ 

㐨路からぢられてᅔる人は、「ぢ▱らࡠ人」60.7%(34

人)である。 

(5)†ᒣụ໭地域の≉ᚩ 

ᅇ⟅者は、「40 ௦」「50 ௦」が 6 割である。そのため

⫋業は、「఍♫ဨ」、ྠ居家᪘ᩘは、「3 人」、家᪘構成は、

「2 ୡ௦ୡᖏ」である。ẚ㍑的ⱝ年ᒙが多い地域である。 

現ᅾの住まいのᴫ要について、敷地面積は、「201～

250 ੍」、駐車スペースは、「2 ྎ」である。建築年は、

地区計画Ỵ定年より௨後に建築している。建築(㉎入)し

た年௦は、「30 ௦」である。宅地の囲繞形態の現状につ

いて、塀の高さ(㐨路ഃ)は、「なし」で、塀の種類(㐨路

ഃ)は、「その௚(なし）」である。௨ୖのことより、地区

計画Ỵ定年௨後に建築されているため、宅地の囲繞形態

は塀を設けない等、地区計画にᇶ࡙いている。 

プライバシー感について、「家の中」への視線(ぢえ

方)は「࡯とࢇどぢえない」とᅇ⟅したにも関わらず、

「家の中」への視線(感じ方)は「ᑡしẼになる」である。 

4.4．඲地域(୰部地域㸪ᮾ部地域㸪†ᒣụ໭地域) 

ᅇ⟅者は、「60 ௦」3 割、「40 ௦」が 2 割ᙅである。

そのため⫋業は、「↓⫋・年㔠ཷ⤥者」「఍♫ဨ」、ྠ居

家᪘ᩘは、「2 人」「3 人」、家᪘構成は、「2 ୡ௦ୡᖏ」

「㓄അ者のࡳ」である。一部地域を㝖き、ẚ㍑的高㱋化

が㐍ࢇだ地域である。 

現ᅾの住まいのᴫ要について、敷地面積は、「201～

250 ੍」「251～300 ੍」、駐車スペースは、「2 ྎ」「3

ྎ」である。敷地面積は、鳥取┴のᖹᆒ的な大きさ注 3)

よりⱝᖸ狭い。建築年は、一部地域を㝖き、地区計画Ỵ

定年より௨๓に建築している。建築(㉎入)した年௦は、

「30௦」「40௦」である。宅地の囲繞形態の現状につい

て、塀の高さ(㐨路ഃ)は、「なし」で、塀の種類(㐨路

ഃ)は、「生垣」である。௨ୖのことより、一部地域を㝖

き、地区計画Ỵ定年より௨๓に建築しているためにも関

わらず、宅地の囲繞形態は、生垣する等、地区計画にᇶ

࡙いている。 

プライバシー感について、「家の中」への視線(ぢえ

方)は、「࡯とࢇどぢえない」とᅇ⟅したにも関わらず、

「家の中」への視線(感じ方)は「ᑡしẼになる」である。 

5．プライバシー感に関㐃するせᅉศᯒ 
 プライバシー感に関㐃する要ᅉをศᯒするため、඲地

域をまとめた形でࣟࢡス㞟計を行う。ᑦ、いずれの場合

も「㐨路ഃから」とする。 
「庭の中」「家の中」それࡒれにおいて、プライバシ

ー感について考察するため、外部からのぢえ方、敷地に

対する㐨路の方఩、塀の高さ、性ู、年௦、家᪘ᩘと視

線の感じ方についてࣟࢡス㞟計を行う。その後「↓ᅇ

⟅」を㝖外し、᭷意Ỉ‽ 5㸣とした࢝イ 2 ஌᳨定による

ศᯒを行う。 

5．1．外部からのぢ࠼方と視線の感ࡌ方 
 ᗞの୰ࠖࠕ(1)

外部からのぢえ方において、「㠀ᖖにẼになる」から

「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「࡯とࢇどぢえる」

は 4割ᙉ、「༙ศくらいぢえる」は 7割ᙅ、「ちら࡯らぢ

える」は 4 割ᙉ、「࡯とࢇどぢえない」は 2 割ᙉである

(ᅗ を㝖き、ぢえる程ᗘがᑡな「どぢえるࢇと࡯」。(5

くなるにᚑい、Ẽになる程ᗘも㍍ῶしている。そこで、

「庭の中」のぢえ方と視線の感じ方にᕪがあるかを᳨定

した結果、㹮㸻2.0×10-10㸺0.05 であったことから᭷意

ᕪがあることが明らかになった。 
 ᐙの୰ࠖࠕ(2)

外部からのぢえ方において、「㠀ᖖにẼになる」から

「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「࡯とࢇどぢえる」

は 7割ᙉ、「༙ศくらいぢえる」は 8割ᙉ、「ちら࡯らぢ

える」は 5割、「࡯とࢇどぢえない」は 3割ᙉである(ᅗ

 を㝖き、ぢえる程ᗘがᑡなくな「どぢえるࢇと࡯」。(6
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䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 ඲䛟Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔  

ᅗ 5．外部からのぢ࠼方×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

るにᚑい、Ẽになる程ᗘも㍍ῶしている。そこで、「家

の中」のぢえ方と視線の感じ方にᕪがあるかを᳨定した

結果、㹮㸻2.2×10-18㸺0.05 であったことから᭷意ᕪが

あることが明らかになった。 
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ᅗ 6．外部からのぢ࠼方×視線の感ࡌ方(ᐙの୰) 

5．2．プライバシー感とᩜ地にᑐする㐨㊰の方఩ 
 敷地に対する㐨路の方఩のᢅいは、」ᩘᅇ⟅であるた

め、「໭」をྵࢇでᅇ⟅した場合は「໭」、「༡」をྵࢇ

でᅇ⟅した場合は「༡」にศ類する。「その௚」は、

「໭」と「༡」いずれもྵまないᅇ⟅した場合とする。 

 ᗞの୰ࠖࠕ(1)

敷地に対する㐨路の方఩おいて、「㠀ᖖにẼになる」

から「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「໭」は 3 割、

「༡」は 5 割ᙅ、「その௚」は 5 割ᙅである(ᅗ 7)。そ

こで、敷地に対する㐨路の方఩と視線の感じ方にᕪがあ

るかを᳨定した結果、㹮㸻0.521Ӎ0.05 であったことか

ら᭷意ᕪがないことが明らかになった。 
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䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 ඲䛟Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔  
ᅗ 7．ᩜ地にᑐする㐨㊰の方఩×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

 ᐙの୰ࠖࠕ(2)

敷地に対する㐨路の方఩おいて、「㠀ᖖにẼになる」

から「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「໭」は 3 割、

「༡」は 6 割ᙅ、「その௚」は 5 割ᙅである(ᅗ 8)。そ

こで、敷地に対する㐨路の方఩と視線の感じ方にᕪがあ

るかを᳨定した結果、㹮㸻0.0029㸺0.05 であったこと

から᭷意ᕪがあることが明らかになった。 
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ᅗ 8．ᩜ地にᑐする㐨㊰の方఩×視線の感ࡌ方(ᐙの୰) 

5．3．プライバシー感とሟの㧗ࡉ 
 ᗞの୰ࠖࠕ(1)

㐨路ഃの現状の塀の高さにおいて、「㠀ᖖにẼにな

る」から「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「なし」は

4 割、「⣙ 50 ੉」は 2 割、「⭜の高さ」は 4 割、「┠線の

高さ」は 5 割、「┠線の高さ௨ୖ」は 5 割ᙅである(ᅗ

9)。塀の高さ「なし」を㝖き、塀の高さが高くなるにᚑ 
い、Ẽになる程ᗘも㍍ῶしている。そこで、㐨路ഃの現

状の塀の高さと視線の感じ方にᕪがあるかを᳨定した結

果、㹮㸻0.0073㸺0.05 であったことから᭷意ᕪがある

ことが明らかになった。 
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ᅗ 9．ሟの㧗ࡉ×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

 ᐙの୰ࠖࠕ(2)

㐨路ഃの現状の塀の高さにおいて、「㠀ᖖにẼにな

る」から「ᑡしẼになる」とᅇ⟅した人は、「なし」は

5 割ᙅ、「⣙ 50 ੉」は 4 割ᙅ、「⭜の高さ」は 4 割、「┠

線の高さ」は 5割、「┠線の高さ௨ୖ」は 5割である(ᅗ

10)。Ẽになる程ᗘは、塀の高さとは↓関係に༙ᩘ程ᗘ

である。そこで、㐨路ഃの現状の塀の高さと視線の感じ
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じ方にᕪがあるかを᳨定した結果、㹮㸻0.0021㸺0.05

であったことから᭷意ᕪがあることが明らかになった。 
5．6．プライバシー感とᐙ᪘ᩘ 
 ᗞの୰ࠖࠕ(1)

家᪘ᩘにおいて、「㠀ᖖにẼになる」から「ᑡしẼに

なる」とᅇ⟅した人は、「1 人ᬽらし」は 4 割、「2 人」

は 4 割ᙅ、「3 人」は 5 割、「4 人」は 4 割、「5 人」は 5

割ᙅ、「6 人௨ୖ」は 5 割である(ᅗ 15)。そこで、家᪘

ᩘと視線の感じ方にᕪがあるかを᳨定した結果、㹮㸻

0.9061Ӎ0.05 であったことから᭷意ᕪがないことが明

らかになった。 
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ᅗ 15．ᐙ᪘ᩘ×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

 ᐙの୰ࠖࠕ(2)

家᪘ᩘにおいて、「㠀ᖖにẼになる」から「ᑡしẼに

なる」とᅇ⟅した人は、「1 人ᬽらし」は 4 割、「2 人」

は 4 割ᙉ、「3 人」は 5 割ᙅ、「4 人」は 5 割、「5 人」は
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ᅗ 16．ᐙ᪘ᩘ�視線の感ࡌ方(ᐙの୰) 

6 割、「6 人௨ୖ」は 5 割である(ᅗ 16)。そこで、家᪘

ᩘと視線の感じ方にᕪがあるかを᳨定した結果、㹮㸻

0.1588Ӎ0.05 であったことから᭷意ᕪがないことが明

らかになった。 

 ࡵとࡲ．6

地域の≉ᚩ及び宅地の囲繞形態とプライバシー感につ

いて、ᩚ理してࡳる。 
(1) 地域ูのアンケート調査結果は௨ୗの通りである。 

 中部地域の≉ᚩとしては、Ụ津地区を㝖きと、高㱋化

が㐍行している地域である。宅地の囲繞形態は、生垣に

する等、地区計画にᇶ࡙いている。プライバシー感につ

いて、「家の中」への視線(ぢえ方・㐨路から)は、「࡯と

どぢえない」ため、「家の中」への視線(感じ方・㐨路ࢇ

から)は、「あまりẼにならない」である。 

 ᮾ部地域の≉ᚩとしては、高㱋化がかなり㐍行してい 

る地域である。宅地の囲繞形態は、RC やࢡࢵࣟࣈ塀を

設ける等、地区計画にᇶ࡙いているとは言い㞴い。プラ

イバシー感について、「家の中」への視線(ぢえ方・㐨路

から)は、「࡯とࢇどぢえない」とᅇ⟅したにも関わらず、

「家の中」への視線(感じ方・㐨路から)は、「Ẽにな

る」ഴ向がࡳられる。 

†ᒣụ໭地域の≉ᚩとしては、ẚ㍑的ⱝ年ᒙが多い地

域である。宅地の囲繞形態は、塀を設けない等、地区計

画にᇶ࡙いている。プライバシー感について、「家の

中」への視線(ぢえ方・㐨路から)は、「࡯とࢇどぢえな

い」とᅇ⟅したにも関わらず、「家の中」への視線(感じ

方・㐨路から)は、「Ẽになる」ഴ向がࡳられる。 

(2)プライバシー感について関㐃する要ᅉとして、外部

からのぢえ方、敷地に対する㐨路の方఩、塀の高さ、性

ู、年௦、家᪘ᩘに╔┠してศᯒを行った。 
外部からのぢえ方において、「庭の中」「家の中」への

視線は、ぢえる程ᗘがᑡなくなるにつれてẼになる程ᗘ

は㍍ῶしていくഴ向にある。一方で、外部から「࡯とࢇ

どぢえる」場合であっても、外部からの視線をẼにして

いない人が一定ᩘいることがわかった。 
 敷地に対する㐨路の方఩について、「庭の中」への視

線の感じ方は、㐨路の方఩との関㐃性はࡳられなかった。

一方、「家の中」への視線の感じ方は、㐨路の方఩との

関㐃性はࡳられた。༡ഃ㐨路の場合、༡ഃに庭や開口部

を設けているため外部の視線を感じやすいと考えられる。 
㐨路ഃの現状の塀の高さにおいて、「庭の中」への視

線の感じ方は、塀の高さとの関㐃性はࡳられた。塀の高

さ「なし」の場合を㝖き、塀の高さが高くなるにᚑい、

方にᕪがあるかを᳨定した結果、㹮㸻0.058Ӎ0.05 であ

ったことから᭷意ᕪがないことが明らかになった。 
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ᅗ 10．ሟの㧗ࡉ×視線の感ࡌ方(ᐙの୰) 

5．4．プライバシー感とᛶู 
 ᗞの୰ࠖࠕ(1)

性ูにおいて、「㠀ᖖにẼになる」から「ᑡしẼにな

る」とᅇ⟅した人は、「⏨性」の場合は 3割ᙉ、「ዪ性」

の場合は 5 割である(ᅗ 11)。性ูによる視線の感じ方

に 1.5 ಸ程ᗘの㐪いがࡳられた。そこで、性ูと視線の

感じ方にᕪがあるかを᳨定した結果、㹮㸻0.0907Ӎ0.05

であったことから᭷意ᕪがないことが明らかになった。 
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ᅗ 11．ᛶู×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

 ᐙの୰ࠖࠕ(2)

性ูにおいて、「㠀ᖖにẼになる」から「ᑡしẼにな

る」とᅇ⟅した人は、「⏨性」は 4割ᙉ、「ዪ性」は 5割

である(ᅗ 12)。性ูによる視線の感じ方に大きな㐪い

はࡳられなかった。そこで、性ูと視線の感じ方にᕪが 
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ᅗ 12．ᛶู�視線の感ࡌ方(ᐙの୰) 

あるかを᳨定した結果、㹮㸻0.7313Ӎ0.05 であったこ

とから᭷意ᕪがないことが明らかになった。 

5．5．プライバシー感とᖺ௦ 
 ᗞの୰ࠖࠕ(1)

年௦において、「㠀ᖖにẼになる」から「ᑡしẼにな

る」とᅇ⟅した人は、「30 ௦」は 4 割ᙉ、「40 ௦」は 5

割ᙅ、「50௦」は 6割、「60௦」「70௦」「80௦௨ୖ」は

それࡒれ 4 割である(ᅗ 13)。そこで、年௦と視線の感

じ方にᕪがあるかを᳨定した結果、㹮㸻0.2373Ӎ0.05

であったことから᭷意ᕪがないことが明らかになった。 

9.7 

15.9 

10.8 

6.9 

3.5 

4.0 

19.4 

13.0 

18.5 

10.8 

14.0 

8.0 

16.1 

20.3 

30.8 

21.6 

21.1 

20.0 

50.0 

9.7 

11.6 

7.7 

5.9 

5.3 

4.0 

16.1 

13.0 

13.8 

32.4 

35.1 

28.0 

12.9 

10.1 

7.7 

9.8 

12.3 

16.0 

50.0 

16.1 

15.9 

10.8 

12.7 

8.8 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

䠎䠌௦
(N=2)

䠏䠌௦
(N=31)

䠐䠌௦
(N=69)

䠑䠌௦
(N=65)

䠒䠌௦
(N=102)

䠓䠌௦
(N=57)

䠔䠌௦௨ୖ
(N=25)

㠀ᖖ䛻Ẽ䛻䛺䜛 Ẽ䛻䛺䜛 ᑡ䛧Ẽ䛻䛺䜛

䛹䛱䜙䛷䜒䛺䛔 䛒䜎䜚Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔 Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔

඲䛟Ẽ䛻䛺䜙䛺䛔  
ᅗ 13．ᖺ௦×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

 ᐙの୰ࠖࠕ(2)

年௦において、「㠀ᖖにẼになる」から「ᑡしẼにな

る」とᅇ⟅した人は、「「30 ௦」は 6 割ᙉ、「40 ௦」は 4

割ᙅ、「50௦」は 6割、「60௦」「70௦」「80௦௨ୖ」は

それࡒれ 4割である(ᅗ 14)。そこで、年௦と視線の感 
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ᅗ 14．ᖺ௦�視線の感ࡌ方(ᐙの୰) 
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じ方にᕪがあるかを᳨定した結果、㹮㸻0.0021㸺0.05

であったことから᭷意ᕪがあることが明らかになった。 
5．6．プライバシー感とᐙ᪘ᩘ 
 ᗞの୰ࠖࠕ(1)

家᪘ᩘにおいて、「㠀ᖖにẼになる」から「ᑡしẼに

なる」とᅇ⟅した人は、「1 人ᬽらし」は 4 割、「2 人」

は 4 割ᙅ、「3 人」は 5 割、「4 人」は 4 割、「5 人」は 5

割ᙅ、「6 人௨ୖ」は 5 割である(ᅗ 15)。そこで、家᪘

ᩘと視線の感じ方にᕪがあるかを᳨定した結果、㹮㸻

0.9061Ӎ0.05 であったことから᭷意ᕪがないことが明

らかになった。 
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ᅗ 15．ᐙ᪘ᩘ×視線の感ࡌ方(ᗞの୰) 

 ᐙの୰ࠖࠕ(2)

家᪘ᩘにおいて、「㠀ᖖにẼになる」から「ᑡしẼに

なる」とᅇ⟅した人は、「1 人ᬽらし」は 4 割、「2 人」

は 4 割ᙉ、「3 人」は 5 割ᙅ、「4 人」は 5 割、「5 人」は
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ᅗ 16．ᐙ᪘ᩘ�視線の感ࡌ方(ᐙの୰) 

6 割、「6 人௨ୖ」は 5 割である(ᅗ 16)。そこで、家᪘

ᩘと視線の感じ方にᕪがあるかを᳨定した結果、㹮㸻

0.1588Ӎ0.05 であったことから᭷意ᕪがないことが明

らかになった。 

 ࡵとࡲ．6

地域の≉ᚩ及び宅地の囲繞形態とプライバシー感につ

いて、ᩚ理してࡳる。 
(1) 地域ูのアンケート調査結果は௨ୗの通りである。 

 中部地域の≉ᚩとしては、Ụ津地区を㝖きと、高㱋化

が㐍行している地域である。宅地の囲繞形態は、生垣に

する等、地区計画にᇶ࡙いている。プライバシー感につ

いて、「家の中」への視線(ぢえ方・㐨路から)は、「࡯と

どぢえない」ため、「家の中」への視線(感じ方・㐨路ࢇ

から)は、「あまりẼにならない」である。 

 ᮾ部地域の≉ᚩとしては、高㱋化がかなり㐍行してい 

る地域である。宅地の囲繞形態は、RC やࢡࢵࣟࣈ塀を

設ける等、地区計画にᇶ࡙いているとは言い㞴い。プラ

イバシー感について、「家の中」への視線(ぢえ方・㐨路

から)は、「࡯とࢇどぢえない」とᅇ⟅したにも関わらず、

「家の中」への視線(感じ方・㐨路から)は、「Ẽにな

る」ഴ向がࡳられる。 

†ᒣụ໭地域の≉ᚩとしては、ẚ㍑的ⱝ年ᒙが多い地

域である。宅地の囲繞形態は、塀を設けない等、地区計

画にᇶ࡙いている。プライバシー感について、「家の

中」への視線(ぢえ方・㐨路から)は、「࡯とࢇどぢえな

い」とᅇ⟅したにも関わらず、「家の中」への視線(感じ

方・㐨路から)は、「Ẽになる」ഴ向がࡳられる。 

(2)プライバシー感について関㐃する要ᅉとして、外部

からのぢえ方、敷地に対する㐨路の方఩、塀の高さ、性

ู、年௦、家᪘ᩘに╔┠してศᯒを行った。 
外部からのぢえ方において、「庭の中」「家の中」への

視線は、ぢえる程ᗘがᑡなくなるにつれてẼになる程ᗘ

は㍍ῶしていくഴ向にある。一方で、外部から「࡯とࢇ

どぢえる」場合であっても、外部からの視線をẼにして

いない人が一定ᩘいることがわかった。 
 敷地に対する㐨路の方఩について、「庭の中」への視

線の感じ方は、㐨路の方఩との関㐃性はࡳられなかった。

一方、「家の中」への視線の感じ方は、㐨路の方఩との

関㐃性はࡳられた。༡ഃ㐨路の場合、༡ഃに庭や開口部

を設けているため外部の視線を感じやすいと考えられる。 
㐨路ഃの現状の塀の高さにおいて、「庭の中」への視

線の感じ方は、塀の高さとの関㐃性はࡳられた。塀の高

さ「なし」の場合を㝖き、塀の高さが高くなるにᚑい、
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Ẽになる程ᗘも㍍ῶしている。一方、「家の中」への視

線の感じ方は、塀の高さとの関㐃性はࡳられなかった。

塀の高さとは↓関係に、「Ẽになる」と感じている人が

一定ᩘいることがわかった。 
性ูにおいて、「庭の中」「家の中」ඹに、関㐃性はࡳ

られなかった。しかし「庭の中」への視線の感じ方は、

性ูによって 1.5ಸ程ᗘの㐪いがࡳられた。 

年௦において、「庭の中」への視線の感じ方は、年௦

との関㐃性はࡳられなかった。一方、「家の中」への視

線の感じ方は、年௦との関㐃性はࡳられた。「庭の中」

「家の中」ඹに視線の感じ方は、「50 ௦」が高いことが

わかった。 
家᪘ᩘにおいて、「庭の中」「家の中」ඹに、関㐃性は

、られなかった。しかし「家の中」への視線の感じ方はࡳ

家᪘ᩘがቑຍするにᚑい、「Ẽになる」と感じている人

がቑえるഴ向がࡳられた。 

௨ୖのことより、居住者が「庭の中」や「家の中」で

外部からの視線をプライバシー侵害と感じていることは

ඹ通している。外部からの視線によるプライバシー感と

宅地の囲繞形態の関㐃は、「庭の中」は、「塀の高さ」と

「家の中」は、「敷地に対する㐨路の方఩」と関係して

いる。「家の中」について、プライバシー感と居住者の

ᒓ性である性ู、年௦、家᪘ᩘの関㐃は、「年௦」が関

係している。 
௒後は、戸建住宅地区計画で、景観向ୖや防犯性の確

保に㓄慮する㝿に、外部視線からのプライバシー感を考

慮して、囲繞形態を理解することが大ษと考える。さら

に、プライバシー感は年௦により␗なるため、居住者構

成や⤒年変化にᰂ㌾に対ᛂできる住宅地計画のᡭἲが求

められる。 
ㅰ㎡ 

本研究調査のために、鳥取市的場地区、浜坂地区、津ノ井地区、Ụ

津地区、八丁田地区、໭ᅬ・覚ᑎ地区、෇ㆤᑎ地区の住民及び⮬἞఍

㛗・⏫内఍のⓙ様には大変おୡヰになった。また本研究をまとめるに

あたり、ᯘ⪷⿱ྩ(ඖ鳥取大学生)には大変おୡヰになった。グして感ㅰ

を⏦しୖࡆる。 

ὀ㔘 

注 1)地区計画とは、地区の課㢟や≉ᚩを踏まえ、住民と区市⏫ᮧとが

㐃ᦠしながら、地区の┠ᣦす࡭きᑗ᮶ീを設定し、その実現に向けて

㒔市計画に఩⨨࡙けて「まち࡙くり」を㐍めていくᡭἲのこととされ

ている 9)。地区計画では、計画年௦や区域面積、敷地面積の᭱低限ᗘ、

垣・さく・塀の制限等が明グされている場合が多い。 

注 2)デࣝࢱࢪ大㎡Ἠの解ㄝによる。その௚「個人の⛎ᐦ。また、それ

が௚人からᖸ΅・侵害をཷけないᶒ利。」とグ㏙されている。 

注 3)鳥取┴における住宅の敷地面積(1 住宅ᙜたり)は 299 ੍である 10)。 
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6)鳥取市：鳥取市㒔市計画࣐スࢱープラン(᱌)࠙ᴫ要∧ ᖹ成，ࠚ 28 年 4

᭶ 

https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1463962507740/files/2

.pdf(2022.6.3ཧ↷)  

7)鳥取市：とっとり市地ᅗ᝟ሗࢧーࣅス     

https://gis.city.tottori.lg.jp/webgis/?p=0&bt=0&mp=15-9& 

(2018.12.7ཧ↷) 

8)ᅜ土地理院：地理院地ᅗ 

https://maps.gsi.go.jp/#5/36.104611/140.084556/&base=std&ls=std&d

isp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0f1(2018.12.7ཧ↷) 

9)ᮾி㒔㒔市ᩚഛᒁ：地区計画とは 

http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/kenchiku/chiku/chiku_1.htm(2

018.12.7ཧ↷) 

10)ᨻᗓ⤫計の⥲合❆口：⤫計でぢる᪥本 ⤫計でࡳる㒔㐨ᗓ┴のすが

た 2022「居住」 

https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00200502&tstat=0000011

62826&cycle=0&year=20220&month=0&tclass1=000001162827&tclass2val=

0(2022.6.3ཧ↷) 
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